
アンゴラ共和国

カトウンベラ・バレー

潅漑システムリハビリ計画

プロジェクトファインディング調査報告書

平　成15　年1月

社団法人　海外農業開発コンサルタンツ協会

平成15年1月



序　　　文

太陽コンサルタンツ株式会社は、（社）海外農業開発コンサルタンツ協会（ADCA）の補

助金を受け、平成15年1月10日から1月18日までの9日間にわたり、アンゴラ国、ベンゲラ州

の、カトウンベラバレー濯漑地区のシステムリハビリ計画に係わるプロジェクトファインデイ

ング調査を実施した。本報告書はこのプロジェクトファインデイング調査結果を取りまとめた

ものである。

アンゴラ国において、農業部門は鉱業とともに主産業とされている。しかし、相次そ内戦の

影響により輸送施設などの破壊が起こり、産業構造は疲弊している。

調査対象地域は、首都ルアンダの南約200kmに位置し、ベンゲラ州のCatunbera、Benguera両

市に広がる潅漑施設である。ポルトガルの植民地時代にさとうきび栽培用に建設され、水路の

総延長は600km、潅漑面積は4、000haに及ぶ。本地域は海岸線に近く、井戸水は塩分を含んで

いるため、農業に利用可能なのは河川水のみである。しかし、施設の老朽化のより施設が利用

できない箇所では、地下水を揚水しているため、土壌の煙害が問題となっている。既存施設が

機能している一部地域においてはカントウンベラ川から取水しているが、日常的なポンプの故

障、末端水路の崩壊などにより当初の機能が失われているのが現状である。

アンゴラ政府並びにベンゲラ州政府は我が国に対し、これらの状況を改善し、貧困の削減、

食料の安定的確保、環境の保全を目的とする持続可能な総合的な地域整備に対し、政府開発援

助による協力を求めている。

最後に、本調査に際し、ご協力いただいたベンゲラ州事務所、ベンゲラ州農業局、課とンベ

ラーバレー潅漑管理事務所、その他関係機関の関係者各位に対し深甚の謝意を表する次第であ

る。

平成15年1月

調査団団長　岩本　彰
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調査対象地域位置図



ベンゲラ州政府事務所
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地区内　2次揚水樅場



1．計画の背景、経緯

1）一般概況

地勢はアフリカ大陸の南西岸に位置し、国土の大部分は海抜1，000m以上の高地であり北に

コンゴ民主共和国、東にザンビア、南にナミビアと国境を接している。

気候は雨季と乾季に区分され、乾季は5月から9月、雨季は9月から4月であり、雨季に比べ、

乾季は冷涼な気候である。

75年のポルトガルからの独立後、政府（MPIA：アンゴラ解放人民運動）、UNnA（アンゴ

ラ全面独立民族同盟）及びmLA（アンゴラ解放民族戦線）の三者間で交戦状態が続き、75年

FNLAがUNmに吸収された後は、ソ連及びキューバの支援を受けた政府側と南アフリカの支

援を受けたUNnAとの間の内戦が拡大した。91年5月には和平協定の調印に至り、同協定に基

づき92年9月国連の監視下で大統領選挙及び議会選挙が行われたが、選挙結果への不満を理由

にUNmが武力行使に出て内戦が再開した。その後、94年11月のルサカ協定に基づき、停戦に

至り、97年4月には、統一国民和解政府が成立し、同年7月より国連アンゴラ監視団（MONUA）

が派遣された。しかし、UNmの和平プロセスの義務不履行により和平プロセスの進行が停滞

した結果、98年夏、内戦が再燃し、同年末及び99年初頭、国連輸送機が撃墜されるに至り、99

年3月安保理はMONUAを撤収した。10月、国連はアンゴラ政府との連絡調整のため「国連ア

ンゴラ事務所（moA）」を設置することを決議し、アンゴラ政府は本年1月右事務所の設置

を承認した。同月、政府軍はUNImの本拠地パイルンド及びアンドゥ一口を占拠し、戦況は大

きく政府側に優勢な状況となったが、UNnAによるゲリラ的活動は現在も続いている。

主要産業は農業及び鉱業であり、そのうち石油で外貨収入の約恥％、GDI，の約45％を賄って

いる。インフラ・生産施設管理能力の低下、内戦による輸送施設等の破壊もあり、石油を除く

全ての経済部門に影響が生じている中で、約110億ドルに上る対外債務の返済、財政赤字の削

減等の課題を抱えている。

また、内戦後の復興及び和平プロセスの実施に膨大な費用を要することも経済情勢に影を落

としている。

我が国は、アンゴラから原油等を輸入し（99年輸入額895万ドル）、同国に自動車、機械等

を輸出している（同輸出額1，292万ドル）。また、在京大使館が2000年11月に開設され、2001

年1月にはドス・サントス大統領が来日した。

一1－



以下に主要社会経済指標を示す（

…2）　一般事情

江面鱒

ミ2・人口

…3・草鱒
…蒜種

5言語

と学．・軍琴

け．国祭日

…3）　内政

…1‥内政

≡124・7万km2（日本の約33倍）

13．5百万人（2001年：世銀）人口増加率2．9％（2001年：世銀）
′■＝●一■■＝■●＝■■一…■一一●●■一…■－＝■●■●■一■■●‥■‥■■■＝＝＝■＝＝－●－…‥－…‥一一一＝…＝…＝……＝■＝●一＝＝＝▲●■＝■■＝■■＝●■■■■■▲▲●…＝＝●■●■ll▲■■一◆●●＝●■■＝●■●＝●●●＝■＝■●

ルアンダ（約350万人、2000年1月アンゴラ政府推計）

オヴィンプンドゥ族（約38％）、キンプンドゥ族（約25％）、バコンゴ族（約
15％）、混血（3．5％）等

…ポルトガル語（公用語）。その他ウンプンドゥ語等

大半はキリスト教及び伝来の宗教

11月11日

≡（1）1975年独立以来、MPLA（アンゴラ解放人民運動。旧ソ連、キュー／（に

…軍事依存）政権はマルクス・レーニン主義の下に社会主義国家建設を目指
…してきたが、反政府ゲリラUNITA（アンゴラ全面独立民族同盟、米国が軍事

的に支援）との内戦が継続した。

（2）90年4月にポルトガルの仲介の下、リスボンにおいて直接和平交渉が
開始され、91年5月、包括和平協定（ビセス合意）が調印された。

（3）同和平協定に基づき、92年9月、国連監視の下、複数政党制による大

統領選挙及び議会選挙が実施されたが、サヴィンビ候補（最大野党UN汀A
議長）が選挙の不正を訴え、政府軍とUN汀A軍との内戦が再発した。

（4）93年1月アディス・アベ／〈、4月アビジャンでの国連、米、ソ等のオブザー
バーの仲介による和平交渉失敗後、94年11月ルサカにおいて和平協定に

調印（米、ロシア、ポルトガルがオブザーバーとしての参加）、11月22日に
停戦が発効した。95年2月設立の第3次国連アンゴラ検証団（UNAVEMl旧

及びこれに続く国連アンゴラ監視団（MONUA）の支援をうけ和平プロセス‡
が進められ、97年4月統一国民和解政府が樹立された。

（5）98年夏、内戦が再燃し、同年末及び99年初頭、国連輸送機が撃墜され

るに到り、99年3月安保理はMONUAを撤収した。99年10月、国連はアンゴ
ラ政府との連絡調整のため「国連アンゴラ事務所（UNOA）」を設置すること
を決議し、アンゴラ政府は2000年1月右事務所の設置を承認。99年9～10

月、政府軍の大規模攻撃後、情勢は政府軍に有利に展開した。

毒（6）2001年以降、UN汀Aは、交通機関への襲撃等、ゲリラ的活動を続けてい

た
気
が、2002年2月、ザヴィンビ議長が戦死しUN汀Aは大きく弱体化し、和平

運が高まった。

…（7）同年4月4日、政府軍とUNITA軍との間で、停戦合意に関する党書が署

…名され、独立以来27年に亘る内戦は、事実上終結した。その後は、反政府

…勢力の武装解除・動員解除も進み、国民和解、国家再建のプロセスが進

≡展しつ？ある。
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4）　経済（単位　米ドル）

至1．主要産業

オGNI（国民所得）

…3・一人当たりGNI

‡…4．経済成長率

…5．物価上昇率

…6．失業率

け．総貿易額

…8j要貿易品目

ぎ9．主要貿易相手国

沖通貨
11．為替レート

室12．経済概況

＝＝▲■■●■■■■●■…＝■●■■ト．tl■■■＝■■■▲●＝＝…＝一■■■一一■一一＝●－■一●一●●●▲‥＝■‥‥－‥■一◆‥●■●＝…●一●一一………………‥＝●‥■一一一一一一■－■■－＝●■－＝＝＝＝＝◆◆……●＝●●■

…（農）とうもろこし、フエイジョン豆、砂糖、コーヒー、サイザル麻

…（鉱）石油、ダイヤモンド、
■■＝■■＝●＝●＝＝▲＝＝●＝＝…▲－ト■●一一－■■－■←‥＝■→－▲－■－一一■■＝‥＝………◆……‥……“■■●■■－＝“‥－一一‥■←‥▼■◆●…■■．■‥●■＝－…■一＝－●＝－●＝■＝＝＝＝▲………＝＝＝■■－■

も700百万（2001年：世銀）

…500（2001年：世銀）

寓2％（2001年＝世銀）

≡397．壷％（2000年：中銀）

喜川，070百万（2001年）

…（1）輸出　6．754百万

…（2）輸入　3，316百万

（1）輸出　石油、ダイヤモンド

…（2）輸入　食糧、資本財

…（1）輸出　米国、韓国、ベルギー・ルクセンブルグ、中国
…（2）輸入韓国ポルトガル、米国、南アフリカ

、台湾

…クワンザ（KZ）
′‥－＝●＝■＝＝＝－＝＝…■▲■】．－日……・＝h………‥▲■■一▲・・＝一…一一一…‥－…●＝●＝●■■－→→－………‥一一．“ト●●■＝■－…●＝一一－＝一＝一一▲▲■－－■－＝＝＝●＝■●■‖■－■●■■▲＝．．●”．●‖．

…1米ドル＝73．52694クワンザ（買値）（2003年5月現在）
＝●●＝■＝－……＝＝■－＝＝＝＝■◆＝＝…‥●‥一▲＝‥→一．－一→…－‥…■＝一一．一●‥＝◆■■■■■＝一一一＝一＝一＝……－一一……■一………－………■＝－…＝＝－‥■●■ト＝＝‥＝＝＝＝■＝

…豊富な天然資源を有するも、75年独立以来、長期にわたる内戦により経≡…
湊は極度に疲弊。石油収入がGDPの52％（99年）、輸出の86％（2001年）を……

凄める。8時に世銀・IMF加乱90年に市場原理に基づく混合経済の導入…

…等、西側諸国との関係強化の方向。これまで実施された「経済再建計画」…
…は全て失敗。インフレ抑制、財政赤字の解消及び財政の透明度を高めるこ……

と
石
富
と
投
大

対外収支改善が目標とされる。

油・ダイヤモンド等の鉱物資源の他、土地も農業に適し、漁業資源も豊
である。特に、石油生産は順調に伸びており、2007年には、ナイジェリア

並ぶサブサハラ最大の産油国となると言われる。石油産業を中心に外国……

資も急増しており、1999年、2000年と外国直接投資はアフリカ諸国で最
0

…5）経済協力（単位　億円）
■●－＝．●■■＝－＝＝●川■－■＝…＝＝�

…1．我が国の援助実績　…（1）有償資金協力（2000年まで、ENベース）なし
…（2）無償資金協力（2000年まで、ENベース）149．89

…（3）技術協力（2000年まで、JICAベース）15．79

…2．主要援助国（2000年　…（1）東面．（．指二元「毎福吉石二元ナ■■一毎うー真弓主二手シ．薄霧…■‾扁元す’；…
DAC）　　　　　　　　…ェー（8．6％）（5）スペイン（8．6％）

6）我が国の政府開発援助の実績とあり方

我が国は、94年11月のルサカ協定に伴い、和平到来の気運が高まったことを受け、95年6月、

無償資金協力及び技術協力に関する政策協議を実施した。同協議を踏まえ、食糧援助、食糧増



産援助のほか、同国の和平プロセス、復興努力を支援すべく基礎生活分野、インフラ分野の無

償資金協力や、研修員受入、開発調査等の技術協力を実施してきた。また、アンゴラ難民及び

国内避難民等を支援するため、98年10月にUNHCR、WFP等を通じ約353万ドル、99年11月には

WFI，を通じ380万ドルの緊急無償援助を実施した。2000年5月には、無償資金協力及び技術協力

に関する政策協議を実施し、今後とも保健・医療、基礎インフラ、農業、復興支援の4分野を

重点分野として我が国援助を実施していくことで先方政府と合意している。

今後とも、アンゴラの実施体制や内戦の動向、治安状況等を注視しつつ無償資金協力や研修

員受入等の技術協力及び国際機関を通じた支援により、同国の復興努力を積極的に支援してい

く方針である。

2．計画概要

1）調査の必要性

アンゴラ国において、農業部門は鉱業とともに主産業とされている。しかし、相次そ内戦の

影響により輸送施設などの破壊が起こり、産業構造は疲弊している。

調査対象地域は、首都ルアンダの南約200kmに位置し、Catunbera、Benguera両市に広がる潅

漑施設である。ポルトガルの植民地時代にさとうきび栽培用に建設され、水路の総延長は

600km、潅漑面積は4、000haに及ぶ。その後相次そ内戦や国家の財政難等により適切な維持管

理が行われず施設老朽化が進んでいる。このような状況下、水源施設であるカトウンベラ川の

頭首工、幹線道水路は部分的に改修が必要な部分はあるものの、現在も十分な機能を保持して

いるが、2次ポンプ取水施設や支線水路等の殆どは故障、崩壊し、建設当初の機能を失ってい

る。

また、調査対象地域は海岸線に近く、地下水は塩分を含んでいるため、農業に利用可能なの

は表流水のみである。しかし、施設の老朽化により施設が利用できない地域では、地下水を揚

水しているため、土壌の塩類障害が問題となっている。既存施設が機能している一部地域にお

いてはカントウンベラ川から取水しているが、日常的なポンプの故障、末端水路の崩壊などに

より当初の機能が失われているのが現状である。

さらに、地区の際末端の排水路は、海岸沿いの排水工から排除されるシステムとなっている

ものの、排水路が海岸の砂で埋没するとともに、排水工の破損により、排水不能となっており、

海岸沿いの標高の低い地域では、湛水の被害が発生している。

これらの状況を改善し、貧困の削減、食料の安定的確保、環境の保全を目的とする持続可能

な総合的な地域整備が求められている。

2）計画の目的

調査対象地域農民の貧困削減と自立を促進することを目的に、潅漑排水システムと受益農民
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の現状を調査し、システムの改修計画を策定するとともに、受益農民の自立を促進する農村振

興計画を策定する。また、受益者間の水利調整、共同での維持管理作業に当たる農民組織支援

計画・強化計画を策定する。

3）計画の内容

既存の施設の改修とこれを運営・管理するシステムの強化を実施し、本来の機能を最大限に

生かし農作物の安産的な生産が可能になるよう、潅漑施設の整備及び、施設の運営管理に関す

るシステム整備などを事業実施可能性を検討する。想定される調査項目は以下のとおり。

①　対象地域の農家経済・農村社会調査の実施

②既存施設の現況：施設の稼動状況、破損状況の把握

③　受益地区の農業、農民組織化の現況把纏

④塩害の発生状況の確認と対策の検討

⑤対象地域の農村開発計画の提案

⑥施設改修計画および農民自立型施設運営維持管理計画の策定

⑦　収穫後処理及び流通改善計画の策定

⑧環境影響評価および事業評価

4）総合所見

本計画は内戦終結後の同国の平和構築に対し、大きな頁献をするパイロットプロジェクトで

あり、我が国の援助方針にも合致しているため、技術協力案件として最適であることが思料さ

れる。アンゴラ国の財政事情を勘案し、住民参加と適切な行政の関与に配慮した計画策定が望

まれる。

本調査を通じ、基礎的な資料が殆ど蓄積されていないことが確認できた。このため、計画策

定に必要な資料に入手については、実証調査を絡ませる等、特別な配慮が必要である。
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添　付　資　料

A－1調査日程

日　　程

1． 1月　 10日 （金 ） 移動 （成田→ シンガポール）

2． 11日 （土） 移動 （シンガポール→ ルアンダ）

3． 12日 （日） 移動 （ルアンダー＞ベンゲラ）、現地踏査および資料収集

4． 13日 （月） ベンゲラ州知事表敬、ベンゲラ州農業局打合せ

5． 14日 （火） 現地調査、資料収集

6． 15日 （水 ） ベ ンゲラ州農業局打合せ、資料収集

7． 16日 （木 ） 移動 （ベ ンゲラ→ ヨハネスブル グ）

8． 17日 （金 ） 移動 （ヨハネスブルグー＞シンガポール）

9． 18日 （土） 移動 （シンガポールー＞成 田）

調査団員

岩本　彰　（団長、太陽コンサルタンツ株式会社、海外事業本部企画営業部長）

A－2　面会者リスト

1. Dumilde das Chagas Simoes Rangel Governor of the Benguela Province

2. Henrique Antonio Calengue (Engineer) Director of the Directorate of Studies,

Planning and Statitics of

the Provincial Government of Benguela

2. Baltazar Costa (technician)

3. JoaoBaptistaManuel

4. Agostinho Estevao Felizardo

5. Manuel Antonio S. Arevalo

Department of Sectorial Policies

of the Provincial Government of Benguela

Director of the Catumbela Valley Irrigation

Vice-Governor for

Economics and Productivity Affaires

Admini strator
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日本人関係者

1．大平　勝三

A－3　収集資料リスト

在ジンバブエ日本国大使館　参事官

FAO/WFP Report on Crop and Food Supply Assessment Mission to Angora

ATLAS GEOGRAFTCO Volume 1, Ministry of Education, 1982
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FAO/WFP CROP AND FOOD SUPPLY ASSESSMENT
MISSION TO ANGOLA

19 June 2001

1. OVERVIEW

An FAO/WFPCropand Food Supply Assessment Mission visited Angoja from 5-27 May 2001 to estimate
cropproduction from the 2000/01 season, as.wejtias the.cersaf. import requirements and food aid needs in
the 2001/02 marketing year (April/Marth); Following {briefings by the* Ministry of Agriculture and Rural
Development (MINADER) and Ministry'bf Social AssistaT^arid Reintegration (MINARS), the Mission made
field visits to 8 out of the 18 provinces, accompanied;by officials from MJNADER ana-observers from the
Southern Africa Development Community, {SADC),vthe European Union (EU) and the Canadian
International Development Agency (CIDA). Detailed plarining(-of the Mission, preparatory documents and
other background information were provided by the Fy\(>supported Food Security Unit in MINADER, the
Vulnerability Assessment and Mapping (VAM) Untt of the WFP Office in Angola, and WFPsub-offices in the
provinces. Plans had been made to visit 10 provinces,1:but the security situation was very fluid and they had
to be changed at the last minute. Finally, a de-briefing meeting was held at MINADER to present the
findings of the Mission.

The security situation has somewhat improved, as the Government has military control of all provincial and
most municipal centres, with an expansion of the secure areas around the provincial capitals. However,
UNITA is still mounting guerrilla attacks in many areas and thereby restricting areas where Government, aid
agencies and NGOs can operate to the areas immediately surrounding the administrative centres. Most
food aid and essential commodities have still to be transported by air from Luanda. Insecurity and poor
conditions of roads continue to disrupt marketing activities..Although very few IDPs have been able to return
to their original homes, there has been good progresfrjft allocating land to them within the secure areas.
Some 218 000 IDPs and returnees have been :recorded as.being active in farming during the 2000/01
season. NewIDPs are still arriving and the current estimate' of. IDP numbers is reported to be 2.7 million
compared with 2.6 million last year. About 1.34 million deoole are still in need of food aid.

FOOD AND AGRICULTURE ORGANIZATION OF THE UNITED NATIONS, ROME

WORLD FOOD PROGRAMME, ROME
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The area planted to coarse grains in the 2000/01 season is estimated at 995 000 hectares, an increase of 13
percent from 1999/00. Output is estimated at 577 000 tonnes, against 500 000 tonnes last season. The
increase in production is largely attributed to higher sowings, as a result of improved security conditions at
planting time; allocation of land to IDPs and natural increase of population as well as improved agricultural
input distribution. In spite of a severe mid-season dry spell in northern areas, weather conditions were
generally favourable in the main cereal growing areas of the centre and south. Maize harvest is estimated at
429 000 tonnes, 9 percent above last year's level, with larger plantings partially offset by crop losses in the
northern provinces. Millet and sorghum combined estimate, at 148 000 tonnes, is up by nearly 30 percent.
This reflects a sharp increase in the area planted and the effect of good rains in the south. The bean crop is
estimated at 70 000 tonnes, down 10 percent from last year, also as a result of dry spells in the north.
Cassava estimate for 2000/01 is 5.3 million tonnes compared to 4.4 million tonnes in the previous year, due
to higher plantings and yields.

The overall food supply position is expected to improve in marketing year 2001/02 (April/March) reflecting
the improved foodcrops production. Prices of maize are stable or declining with the arrival of the new crop
into the markets. However,as a result of the disruption of trade activities, there are large price differentials
among markets. Despite the better production this year and the reduction in numbers of IDPs requiring
assistance, there are still 1.34 million IDPs in need of emergency food aid in 2001/02. While the food
situation of these populations remains extremely serious, food aid distributions continue to be constrained
by insecurity and poor road conditions.

The food deficit in marketing year 2001/02 is estimated lower than in the previous year at 581 000 tonnes of
cereals. This includes 48 000 tonnes of maize, 107 000 tonnes of rice and 250 000 tonnes of wheat.
Commerciai imports are forecast at 405 000 tonnes of cereals, leaving 176 000 tonnes to be covered by
food aid. Against this requirement, pledges and food aid in stocks until the end of May amounted to 33 000
tonnes.
2. BACKGROUND AND SOCIO-ECONOMIC SETTING 1

Angola has a total area of 1.247 million square kilometres and an estimated population of 13.7 million. The
country is endowed with substantial natural resources, including extensive reserves of oil and gas, valuable
minerals, particularly diamonds, and an important hydroelectric capacity from numerous rivers. It has a vast
agricultural potential with fertile soils in the northern region and the central highlands, where normal rainfall
exceed1000 millimetres. Livestock is predominant in the southern region, which receives lower rainfall, and
is also less populated than the other regions. The country enjoys vast marine and river resources,
particularly fisheries as well as an extensive forestry sector.

However,the Angolan society in general has so far gained little benefit from these resources, having a very
high and increasing percentage of its population living below the poverty line, particularly in urban areas.
The wealth is concentrated within 10 percent of the population whose income has increased by 43 percent
between 1995 and 1998, unlike that of the rest. The civil war that began after independence in 1975
continues to affect wide areas of the country. Besides this major factor, loose and inappropriate monetary
and fiscal policies have contributed to social and economic instability, with inflation reaching a year-end rate
of 268 percent in 2000.

Under a self-monitored programme with the IMF, the Government of Angola is committed to wide ranging
reforms aimed at promoting macroeconomicstabilisation and fiscal transparency, reducing poverty and
ending the state interventions in the market that cause economic distortions and inefficiencies. Main reforms
would include modernisation of the country's tax system and customs service, reinvigoration of the
Government accounts tribunal and privatisation of several state-owned companies. So far the
implementation of the programme is very uneven with poor monetary and fiscal controls being enforced.
However,the Government is improving the transparency in state affairs, in particular by co-operating with a
diagnostic study of the oil sector as agreed with the IMF.

The contents of this section are base on a variety of sources, including: UNDP Human Development Report;
UN Consolidated Appeal for Angola; Country Profile - Angola 2000 and Country Report - Angola I Quarter
2001 (The Economist Intelligence Unit); various publications from the National Bank of Angola and the
Ministry of Planning.
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Real GDP has grown during the last five years though the rate of growth declined steadily between 1996
and 1999 from ll.7 percent to 2.7 percent. It, however, recovered in 2000 to 4.9 percent. Total oil
production is not expected to change in 2001 so it is expected that the rate of real GDP growth will be just
over 2 percent. This oil driven growth is capital intensive and import dependent with few linkages to other
sectors of the economy or effects on employment. On the other hand, in spite of its relative minor
contribution to GDP (less than 7 percent) compared to oil (61 percent) and mining (9 percent), the
agriculture sector has a great potential for providing employment to most rural population and in securing
food supplies.

Prior to independence in 1 975 food production was abundant and the country was a major exporter of maize
and coffee. Cassava is the main food staple in the north/north-east and maize in the central highlands, while
millet and sorghum are the most important crops in the dry southern region. Livestock are of great
significance in Angola, with more than 3 million heads of cattle. Because of the war situation, the country
has for the past several years relied on food imports -both commercial imports of wheat and rice, and food
aid in maize and beans-to meet domestic requirements. In most of the conflict areas agriculture has fallen
to an almost subsistence level, with little or no marketable surplus and very limited trade activity.

The Government and NGOsare making a great effort to provide the displaced rural population with enough
land and inputs. Even if self-sufficiency is not often attained amongst displaced populations, due to the lack
of access to sufficient agriculture land and timely agricultural inputs, some 218 000 IDPs -out of a total 2.7
million- have been resettled.

3. FOOD PRODUCTION IN 2000/2001

3.1 Cropping patterns

The estimated proportion of land under the major food crops, maize, millet/sorghum and cassava, in each of
the regions is: 10 percent, less than 1 percent and 59 percent respectively in the north; 50 percent, 8
percent and 1 1 percent in central parts; 35 percent, 42 percent and 6 percent in southern areas. However,
variations between individual provinces within each region can be significant for some crops and this has
been taken into account in the crop area estimates. Maize production is concentrated in a few provinces in
the centre of the country, with three provinces (Huambo, Benguela and Bie) accounting for at least 40
percent of total production.

Although the Mission was able to visit only 8 of the 18 provinces, it covered the three main agricultural
zones. The Mission visited Malanje and Lunda Sul in the north and Mexico in the northeast, where the main
food crop is cassava. In the central region, the main maize growing area, the Mission visited Bie, Huambo
and Benguela. In the south, where sorghum and millet predominate and livestock is important, Huila and
Kunenewere visited.

Other important crops include beans, groundnuts, sweet potatoes, rice and Irish potatoes. Cowpeasmaybe
included in bean plantings. Mixed cropping is the norm and it is usual to find maize and beans growing with
groundnuts, cassava and sweet potatoes. Maize is not always consumed as processed grain, especially in
much of the cassava dominated northern provinces where it is traditionally eaten green. In the south, a
major part of the sorghum crop grown is used for making beer and non-alcoholic drinks.

Vegetable production (tomatoes, onions, cabbage, peppers, carrots, pumpkin) is important, particularly in
low-lying areas (nakas) where water for irrigation can be found during the dry season. Important green foods
include cassava leaves, pumpkin leaves, hibiscus leaves and amaranthus leaves, which may also be dried
for storage or marketed. Bananas, mangoes, pineapple, citrus fruits, passion fruit, tobacco and sugarcane
are all grown as food and cash crops.

3.2 Rainfall

Rainfall in Angola ranges from as little as 20 mmonthe south-west coast up to as much as 2000 mmin
parts of the north-east, with the major crop producing areas of central Angola receiving around 1200- 1400
mm.There are two rainy seasons in the North and Centre regions: September-December and February-
April. In the south, however, there is only one season starting from October. In the 2000/01 season,
accumulated rainfall has been overall satisfactory but poorly distributed.
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)n the North, the rainy season started about a month late, so that most crops were planted in
October/November instead of September/October. Crops, particularly maize and beans, were then too
immature to survive a subsequent dry spell in December/January. Even cassava failed to establish with the
first rains. Heavy rains during March/April allowed late cassava planting and when the Mission visited the
northernprovinces in May farmers were still planting, relying on dew to keep the cassava cuttings alive
through the dry season.

In the Central Provinces, there was a slight delay in the beginning of the rainy season. Precipitation was
generally erratic and below normal in October and November. However, the situation improved from
Decemberwhenabundant and well-distributed rains were received.

Most southern provinces did not receive enough rain to start planting until the end of October. However,
sowing in these areas is later than in the rest of the country, going until December, so that no reductions in
the area planted were experienced. Rains from November were good, benefiting crop establishment and
development. Excessive precipitation in March and April, however, caused localized flooding and crop
damage.

3.3 Input supplies

The supply of seeds, tools and fertilisers to farmers and IDPs was a major and generally very successful
exercise in the 2000/01 cropping season, involving 27 NGOs. More seeds, tools and fertilisers were
supplied by the Government through the National Programmefor Emergency and Humanitarian Assistance
(PNEAH).

The main seed types distributed were maize (2 926 metric tonnes), beans (752 metric tonnes), cowpeas
(319 metric tonnes), millet (313 metric tonnes), sorghum (464 metric tonnes) and groundnuts (695 metric
tonnes), totalling 5 472 tonnes. In addition, 5.4 million cassava cuttings and approximately 700 kg of
vegetable seeds werealso distributed. Input distributions included also 426 307 hoes, 151 179 machetes, 99
305 axes and 1 539 tonnes of fertilizers.

By the end of December2000 a total of 294 880 families had been assisted by NGOs, including 83 200 non-
resettled IDP families.

The total quantities of seeds distributed by the Governmentand NGOsfor the 2000/01 cropping season
weresubstantially higher than those distributed in the previous year, when logistic difficulties also resulted in
delayed distributions.

3.4 Area planted

The total area planted in the 2000/01 season is estimated at 2.2 million hectares, compared with 1.7 million
hectares in 1999/00. This significant expansion is due to a number of factors, in particular the improved
security situation and better access to land, the resettlement of IDPs, the greatly enhanced supply of seeds
and tools, and the natural increase in population. With the improvement in the security situation last year,
the Government expanded its programme to resettle IDPs on land within the secure areas of each province
for the season 2000/01. Table 1 shows the total area cultivated by resident farming families and IDPs as at
31 December 2000. The national average area cultivated by 431 854 IDPs is 0.58 hectares per family,
against 1.54 hectares for resident fanners. Virtually every IDP family, resettled or not, is likely to be
cultivating some patch of land, even if it is just the land around their huts. However, it does appear that in
someprovinces the actual resettled areas might be less than the official figures. In view of the lack of
verifiable information to the contrary, the original reported area has been used in these estimates.

Improved security at planting time also meant an expansion of areas and better cultivation by those IDPs
whohad already a limited access to their lands (fields around the towns).

As mentioned above, the large distributions of agricultural inputs to IDPs and settled fanners by the
Government and NGOs wasanother important factor for the increase in the area planted this season.

Plantings of maize in the 2000/01 season are estimated at 755 261 hectares, an increase of 10 percent from
1999/00. The areaplanted to sorghum and millet increased by 21 percent to 239 520 hectares, while that of
cassava is estimated to be 4 percent larger at 558 000 hectares. Tables 2 and 3 give the details by
province.



Table 1. Area Under Cultivation in 2000/01
1  9 9 9 - 2 0 0 0 2 0 0 0 -2 0 0  1

T o t a l R e s id  e n ts ID P s R e s id e n ts ID P s T o ta  l

N O R T H

C a b in d a 2 3  8 7 6 2 3  8 7 6 0 3 1  0 3 9 0 3 1  0 3 9

Z a i  r e 4 6  7 7 7 3 3 5 1 1 1 3  2 6 6 5 0  2 6 7 6  6 3 3 5 6  9 0 0

U ig e 1 7 0  6 9 8 1 4 7  4 1 8 2 3  2 8 0 2 2 1  1 2 7 1 6  2 9 6 2 3 7  4 2 3

B e n g o 4 0  3 6 2 2 7  8 4 0 1 2  5 2 2 3 6  1 9 2 6  2 6 1 4 2  4 5 3

L u a n d a 8  5 7 8 8  5 7 8 0 9  4 3 6 0 9  4 3 6

K w a n z a  N o rt e 6 7  7 4 9 5 0  4 2 5 1 7  3 2 4 7 5  6 3 8 8  6 6 2 8 4  3 0 0

M a la n j e 1 3 7  7 2 0 9 8  1 5 5 3 9  5 6 5 1 4 7  2 3 3 1 5  8 2 6 1 6 3  0 5 9

L u n d a  N o rt e 5 7  9 4 6 2 0  2 8 1 3 7  6 6 5 2 4  3 3 7 1 8  8 3 3 4 3  1 7 0

L u n d a  S u l 4 3  8 8 7 2 1  2 8 4 2 2  6 0 3 2 7  6 6 9 1 3  5 6 2 4 1  2 3 1

S  u  b -T o ta l 5 9 7  5 9 3 4 3 1  3 6 8 1 6 6  2 2 5 6 2 2  9 3 7 8 6  0 7 2 7 0 9  0 0 9

C  E N T  R A L

K w a n z a  S u l 9 8 2 1 0 8 8 0 1 0 1 0  2 0 0 1 4 0  8 1 6 5  1 0 0 1 4 5  9 1 6

B e n g u e la 1 6 5  6 0 4 1 1 3  5 7 2 5 2  0 3 2 1 7 0  3 5 8 3 6  4 2 2 2 0 6  7 8 0

H  u a m b o 2 7 2  6 5 2 2 2 7  6 9 3 4 4  9 5 9 3 8 7  0 7 8 3 1  4 7 1 4 1 8  5 4 9

B ie 1 7 0  0 1 4 1 3 2  6 1 3 3 7  4 0 1 1 8 5  6 5 8 1 4  9 6 0 2 0 0  6 1 9

M e x ic o 6 8  8 7 0 3 9  1 0 3 2 9  7 6 7 5 8  6 5 5 1 4  8 8 4 7 3  5 3 8

S  u  b - T o t a l 7 7 5  3 5 0 6 0 0  9 9 1 1 7 4  3 5 9 9 4 2  5 6 5 1 0 2  8 3 8 1  0 4 5  4 0 2

S O U T H

N a m ib e 1 2  4 2 6 9  7 8 8 2  6 3 8 1 2  7 2 4 1 3 1 9 1 4  0 4 3

H u ila 1 4 5  4 1 4 1 0 9  5 1 5 3 5  8 9 9 1 9 7  1 2 7 2 8  7 1 9 2 2 5  8 4 6
C u n e n e 4 9  0 2 0 4 4  4 6 5 4  5 5 5 7 1  1 4 4 1  8 2 2 7 2  9 6 6

K u a n d o  K u b a n g o 6 3  9 3 7 1 5  7 5 9 4 8  1 7 8 2 2  0 6 3 2 8  9 0 7 5 0  9 6 9

S u  b -T o ta  l 2 7 0  7 9 7 1 7 9  5 2 7 9 1  2 7 0 3 0 3  0 5 8 6 0  7 6 7 3 6 3  8 2 5

T O T A L 1  6 4 3  7 4 0 1  2 1 1  8 8 6 4 3 1  8 5 4 1  8 6 8  5 5 9 2 4 9  6 7 7 2  1 1 8  2 3 6

Sourca: MINADERfood security unit (GSA - Gabinete de Seguranca Alimentar).
Note: IDP farming families includes returning local residents and IDPs not officially resettled.

3.5 Crop yields

The crops of maize, beans and groundnuts that were planted in the northern provinces of Malanje, Lunda
Norte, Lunda Sul, Kuanza Sul and Mexico in central parts, were severely affected by a prolonged dry spell
in December/January. Although replanting took place in several areas, yields were in general sharply
reduced by the dry weather. Yields of beans were also adversely affected. By contrast, in the main grain
growing provinces of Huambo (centre) and Huila (south), maize and millet yield estimates are up on last
year in view of the particularly good rainfall conditions. In the other important maize growing province of
Benguela (centre) yields are lower than last year reflecting the effect of the flooding which damaged large
areas of the crop. The delayed start of the rains in the southern provinces of Kunene and Kuando Kubango
did not have negative effects on the area planted and the subsequent good precipitation benefited crop
development. Yields of grains in the south are around the level of the previous year, despite localized flood
damage in March/April.

Provincial variations and the effects of mid-season dry spell and flooding have been taken into account in
the yield calculations shown in Table 2 and 3. Overall, average yields are estimated at 0.57 tonne/hectare
for maize, virtually unchanged from last yean 0.62 tonne/hectare for millet and sorghum, against 0.53
tonne/hectare last season; and 0.3 tonne/hectare for beans, below last year's level of 0.4 tonne/hectare.

Cassava crop, most resistant to dry weather was not affected by the dry spell in the main growing northern
areas.

3.6 Crop production forecast 2000/01

The maize harvest for the 2000/01 season is estimated at 429 000 tonnes, 9 percent higher than last year.
An increase of 12 percent in the area planted was partially offset by crop losses in northern provinces. Millet
and sorghum, estimated at 148 000 tonnes, are up by 40 percent reflecting a sharp increase in the area
planted and the effect of good rains in the south. In aggregate, coarse grain production increased 15 percent
to 577 000 tonnes, which is above the average of the past five years. The bean crop is estimated at 71 000
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tonnes, downby 10 percent on last year, also as a result of dry spells in the north. Cassava production for
2000/01 is estimated at 5.3 million tonnes compared with 4.4 million tonnes in the previous year, due to
higher planting and yields.

Production of groundnuts and sweet potatoes is shown in Table 3. The sharp increase in the outputs mainly
reflects the substantial increases in the area planted.
T a b le 2 . A r e a s , Y ie ld s a n d P r o d u c ti o n o f M a in C e r e a l C r o p s in 2 0 0 0 / 0 1

R e g io n /

P ro v in c e

M a te ) M ille t a n d S o rg h u m T o ta l

A re a Y ie ld P ro d . A re a Y ie ld P ro d . A r ea P ro d u c ti o n

(h a ) (t/h a ) (to n n e s ) ( h a ) (t/h a ) (to n n e s ) (h a ) (to n n e s )

N O R T H

C a b in d a 5 8 9 7 0 .8 4 7 1 8 0 0 .0 0 5 89 7 4 7 1 8

Z aire 6 8 2 8 0 .4 2 7 3 1 0 0 .0 0 6 8 2 8 2 7 3 1

U k je 2 3 7 4 2 0 .4 8 3 1 0 0 0 .0 0 2 3 7 4 2 6 3 1 0

B en g o 6 3 6 8 0 .6 3 8 2 1 0 0 .0 0 6 3 6 8 3 8 2 1

L u a n d a 1 6 0 4 0 .6 9 6 2 0 0 .0 0 1 6 0 4 9 3 2

K w a n z a N o rt e 10 9 5 9 0 .3 3 2 8 8 0 0 .0 0 1 0 9 5 9 3 2 8 8

M a la n ie 2 4 4 5 9 0 .4 9 7 8 4 0 0 .0 0 2 4 4 5 9 9 7 8 4

L u n d a N o rt e 6 0 4 4 0 .4 2 4 1 8 0 0 .0 0 6 0 44 2 4 1 8

L u n d a S u l 5 7 7 2 0 .3 1 7 3 2 0 0 .0 0 5 7 7 2 1 7 3 2

S u b -T o t al 9 1 6 7 3 3 7 7 6 2 0 0 9 1 6 7 3 3 7 7 6 2

C E N T R A L

K w a n z a S u l 6 7 1 2 1 0 .3 2 0 1 3 6 1 4 5 9 0 .7 9 4 8 6 8 5 8 0 2 1 0 8 5

B e n g u e la 1 0 7 5 2 6 0 .6 6 4 5 1 6 3 1 0 17 0 .6 1 8 6 1 0 1 3 6 5 4 3 8 3 1 2 6

H u a m b o 2 3 8 5 7 4 0 .7 1 5 5 0 7 3 3 7 6 7 0 0 .7 2 0 4 8 6 2 7 6 2 44 17 9 5 5 9

B te 9 8 3 0 3 0 .5 4 9 1 5 2 14 0 4 3 0 .6 6 4 2 6 1 1 2 3 46 5 7 5 7 7

M e xic o 2 5 0 0 3 0 .4 1 0 0 0 1 2 2 0 6 0 .6 1 3 2 4 2 7 2 0 9 l l 3 2 5

S u b -T o ta l 5 3 6 5 2 7 2 9 8 8 7 8 8 6 3 9 5 5 3 7 9 3 6 2 2 9 2 2 3 5 2 6 7 1

S O U T H

N a n ib e 6 0 3 9 0 .6 3 6 2 3 4 0 7 3 0 .4 1 6 2 9 1 0 1 12 5 2 5 3

H u ila 9 2 5 9 7 0 .8 7 4 0 7 8 7 2 2 7 1 0 .8 5 4 2 0 3 1 6 4 8 6 8 1 2 8 2 8 1

K u n e n e 13 13 4 0 .4 5 2 5 4 5 1 8 0 6 0 .5 2 5 9 0 3 6 4 9 40 3 1 1 5 7

K u a n d o K ub a n g o 1 5 2 9 1 0 .6 9 1 7 5 2 4 9 7 5 0 .5 12 4 8 8 4 0 2 6 6 2 1 6 6 2

S u b -T o ta l 1 2 7 0 6 1 9 2 1 2 9 15 3 1 2 5 9 4 2 2 3 2 8 0 1 8 6 1 8 6 3 5 2

T O T A L 7 5 5 2 6 1 4 2 8 7 6 9 2 3 9 5 2 0 1 4 8 0 1 6 9 9 4 7 8 1 5 7 6 7 8 6

Source: MINADERFood Security Unit (Gabinete be SegurancaAlimentar - (GSA), with maize yield adjustments by mission to allow for
crop failures as a result of drought and flooding in some provinces.



T a b le 3 . A re a s , Y ie ld s a n d P ro d u c tio n o f O th e r M a in C ro p s 2 0 0 0 /0 1

R eg ion /

P ro v in ce

B ea ns         G ro u n d n u ts C a s sav a S w ee t P otato es

A rea Y ield P ro d . A re a Y ie ld P ro d . A rea Y ie ld  P ro d . A rea Y ie ld P ro d .

(h a ) (M ia ) (to nn es ) (ha ) (t/ha ) (to n n es) (ha ) (t/h a ) (to n nes ) (ha) I(t/ha ) I (ton nes )

R T H

in da 3 72 0 .5 1 3 1 0 .4 1 24 15 ll.5 174 1 86 4.0 7

ire 6 2 0.3 1 4 0 2 91 34 1 9.5 324 3 3.5 13 9 41

to e 2 1 0.3 5 34 16 6 1 0 .2 3 32

63

154 l l.0 1 697

47

14 2 4 .0 56

i g a s a 3 0.6 2

1

2 1

7 58

0 .3 23 10 .0 4 2 4 .5 19 1

[ �"If--V ｫM 1 6 0.5 0 .0 4 10 .5 7i 4 .0 3 02

w an za N ort e 9 0.2 0 .0 4 3 l l.0 48 2 1 5 901 4 .5 26

lie 16 0.1 1 6 31 11 41 0 .0 94 57. 1 0.0 945 74 8 1 4 .5 36

N o te 5 1 0 .1 5 1 1 0 .0 2 6 1 0.0 2 63 2 1 4 .0 8 6 3:

S ul 2 4 7 0 .1 24 2 0 .0 24 10.0 24 3 3 7 11 4 .5 16 7

u b -T o ta l 69 67 15 4 8 7 6 11 4 20 621 4 4 12 37 1 4 5 01 189 0 6

E N T R A L

w an za S u l 18 0.1 1 89 10 21 0 .0

2 17 1

2 7 72 7 .5 207 8 7 4 .5 39

20 6 7i 0 .4 7 2 3 6 0 .4 12 40 3.5 43 4 2 10 3 .5 36 18

uam b o 50 0 .4 2 0 8 371 0 .4 3 16 74 6.5 106 25 11 3 .5 87

ie 32 0 .4 12 6 01 0 .3 1 2 8 08 6.5 182 6 0 1 3 .5 2 1

5 1 0 .4 2 0 5 3 0.4 1 4 7 1 30 15 1 7 .0 2 11 2 2 4 .5 9 92

lib -T o ta l 127 1 44 12 34 8 7 115 11 1 7 53 79 52 43 194 47

O U T H

a m ib e

18

0 .2 19

2 2

5 1

0 .0

l l

2 81 5 .0 1 1 3.0 3 79 :

u fla 0.5 8 13 1 0 .5 18

3

4 .0 72

14

6 77 3.0 20 32

nen e 5 1 0.3 1 2 0 .0 0 .0 1 4 5 1.5 2 1

uan d o K uban go 2 5 4 0 .4 1 02i 0 .0 4.0 2 3 .0 6 11

u b -T o ta l 26 7i 10 2 7 l l 2 1 91 87 ll 5 3 32 42:

O T A L 223 50 70 8 6 1 6 03 5 57 64 5 254 11 108 98 4 15 961

Sources: MINADERFood Security Unit (Gabinete de Seguranca Alimentar - (GSA), with yield adjustments by mission (italics) to allow for
cropfailures as a result of drought and flooding in some provinces and for morerealistic cassava yields.

Table 4 and Figure 1 show the trend in cereal production from 1993/94 to 1999/2000 and the forecast for
2000/01. Although production has fluctuated markedly, the figure indicates a rising trend.
T a b le  4 .  P ro d u c t io n  o f  C o a r s e G r a in s  f r o m  1 9 9 3 / 9 4  to  2 0 0 0 /0 1  ('O O P  to n n e s )

P ro v in c e 1  9 9 3 /9 4 1  9 9 4 /9 5 1  9 9 5 /9 6 1  9 9 6 /9 7 1  9 9 7 /9 8 1  9 9 8 /9 9 1  9 9 9 /0 0 2 0 0 0 /0 1

B e n g u e la 6 0 2 0 8 2 6 5 8 4 8 3 1 0 6 8 3

B ie 1 9 3 2 5 8 8 4 9 8 5 7 3 9 5 8

H u a m  b o 1 7 4 5 1 0 8 1 1 2 1 5 9 1 1 5 8 8 1 8 0

H u ila 6 9 5 9 7 1 4 9 7 0 9 5 9 8 1 2 8

K w a n z a  S u l 3 3 3 0 4 4 2 1 4 8 4 9 3 8 2 1

M a la n g e l l 9 2 5 l l 2 1 1 3 1 3 1 0

M e x ic o n .a . n .a . 1 6 2 1 2 1 1 3 1 2 l l

O th e r  P ro v in c e s 4 5 * 7 7 * 9 6 6 8 9 3 1 0 5 1 0 6 8 6

T o ta l  p r o d u c t io n 2 5 4 2 7 2 5 0 0 4 3 1 5 9 4 5 3 0 5 0 0 5 7 7

T o ta l  a re a  ('0 0 0  h a ) 8 4 1 8 5 2 7 8 3 7 8 2 8 6 2 8 6 5 8 8 4 9 9 5

(*) including Mcwco, (n.a) not available



3.7 Livestock

The livestock industry has been decimated in the main areas of conflict, apart from backyard chickens, pigs
and goats, but the Mission observed a healthy cattle population in Kunene in the south. Hunting, fishing and
the gathering of caterpillars and other bush products provide alternative sources of animal protein, as well
as being marketable and important coping mechanisms. Following the abundant rains of this season in the
south, pastures and livestock conditions weregenerally good.

4. SITUATION BY REGION AND PROVINCE

There are 18 provinces in Angola and this year security considerations restricted the field visit programme
of the Mission to only 8 of them. The provinces visited were Malanje, Lunda Sul, Bie, Huambo, Benguela,
Mexico, Kunene and Huila. The Food Security Unit of MINADER, WFP/VAMand the offices of NGOs,
which have projects in the provinces, provided information on the situation in other provinces.

4.1 Northern Region

The northern region is comprised of nine provinces and is the main cassava producing area of Angola.
Rainfall was poorly distributed and a widespread drought affected most of the region and influenced
significantly the yields of the crops in the first planting season. Despite the improvement in the security
situation last year, a number of important insecurity incidents have occurred in the region as a whole. In
fact, two of the provinces the Mission intended to visit had to be omitted because of attacks in May.

Cabinda

Some24 000 fanning families are estimated to be active in Cabinda this season and they are expected to
be cultivating around 31 000 hectares. Cassava is the main staple and production of 175 000 tonnes is
forecast. Groundnuts are an important cash crop. There is no security problem with UNITA in Cabinda and
the actions of the separation movement (FLEC) do not seem to have adversely affected agricultural
activities.

Zaire

In 2000/01 Zaire province had 47 000 families in agriculture, cultivating 47 000 hectares. Cassava is also
the main food crop here and production is forecast at 324 000 tonnes. Secure areas tend to be near to the
coast.
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Ufge

Uige has an estimated 171 000 farming families with 237 000 hectares under cultivation. Cassava is the
main staple and production is forecast at 1.7 million tonnes for 2001. Maize and groundnuts are alsc
important and 8 000 tonnes is the estimated production for maize with 3 000 tonnes for groundnuts.
Bananas and sweet potatoes are also important. Rainfall was reported to have been poorly distributed and
below normal in total. Most municipalities are still unsafe and there is a continuing flow of IDPs to safer
areas.

Bengo

Around 40 000 families are engaged in agriculture, with 42 000 hectares of land. Production levels of 4 000
tonnes of maize and 233 000 tonnes of cassava are forecast. Sweet potatoes, beans and vegetables are
also important. There are a numberof commercialfarms in operation and irrigation is quite extensive.
NGOsdistributed hand tools and seed of maize, beans and groundnut. The mission was expected to visit
Bengo but a UNITA attack on the town of Caxrto, which resulted in many casualties occurred early in May
and the field visit was cancelled. Previously there had been substantial inflows of new IDPs to Caxito from
Nambuangongo.

Luanda

The capital city province is not a major agricultural area but 8 500 families are in farming and are estimated
to cultivate 9 500 hectares of land. Annual rainfall is normally low in this area and irrigation is important. The
number of commercial fanners is significant. The season was normal and the forecast production for
2000/01 is just under 1000 tonnes of maize, 800 tonnes of beans and 48 000 tonnes of cassava. There was
no seed or tools distribution in the province.

Kuanza Norte

The fanning population numbers 68 000 families, cultivating 84 000 hectares. Forecast production of the
main crops is 3 000 tonnes of maize, 2 000 tonnes of beans and 482 000 tonnes of cassava. The second
p lanting season wasbetter than the first one due to better rains. Since December, a number of security
incidents have affected Ndalatando, the Provincial capital and the municipalities northwest of the Province.
The security situation has since deteriorated more seriously with a UNITA attack on 21* May on a
municipality only 50 km from the provincial capital. Several NGO's were active in the area and WVI
reported 1 0 of its personnel missing after the action.

Malanje

Around 138 000 families are estimated to be farming on 163 000 hectares of land. The staple crop of
cassava is forecast to produce 946000 tonnes this year. Ten IDP resettlement camps have been
established within the secure zone around the town of Malanje but the average size of plots is only 0.15 has
per family, apparently due to a combination of difficulty in obtaining enough suitable land from local
residents, and shortages of seed and cuttings, particularly cassava cuttings. The rainy season started late in
October instead of September and was poorly distributed. WVI is carrying out an impressive range of trials
and seed/cuttings multiplication on traditional crops as well as sesame and sunflower, with varieties from
various SADC countries. Shortage of firewood and damage to the environment is a major problem. In
addition to local tree species, 4 000 hectares of eucalyptus forest around Malanje are said to have been
destroyed for firewood and charcoal.

Lunda Norte

Around 58 000 families are estimated to be growing crops this year on 43 000 hectares of land. Reports
suggest that the first planted crops of maize, beans and groundnuts were affected by the mid-season
drought, but the cassava planting is likely to produce 263 000 tonnes later in the year.

LundaSul

Lunda Sul is affected by the diamond mining business, which attracts young men off the land. 44 000
farming families are estimated to be cultivating 41 000 hectares of land. As in Malanje and Lunda Norte the
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early plantings succumbed to drought but the cassava crop was looking promising at the time of the visit
and is forecast at 243 000 tonnes.

4.2 Central Region

The central region includes five provinces and is the main maize producing area of Angola. About 60
percent of the 2000/2001 cereal production in the country is expected from this region. Rainfall was good
overall, although excessive rains late in the season caused flooding, particularly in Benguela Province. The
security situation has shown significant improvement in the region with substantial traffic of people and
goods within the region and, to some extent, towards the southernregion.

KuanzaSul

The number of families in farming here is estimated to be 98 000, cultivating 146 000 hectares. As with the
northernprovinces the first planted crops were a virtual write-off because of the drought, but the problem
wasalso compounded by excessive rains and flooding which finished off the little that has survived.
Cassava planting in the second rains was considerable and 208 000 tonnes of cassava is the forecast
production for the year. According to Africans, resettled IDPs were allocated 0.5 hectare of land per family.
Apart form Sumbe, the provincial capital, the only safe municipalities are Seles, Porto Amboin and Conda.
Coping mechanisms in the littoral include firewood collection, charcoal making, hunting, fishing, casual
labour and collection and selling of stones for construction.

Benguela

Around 165 000 farming families are estimated to be cultivating 207 000 hectares of land this season.
Makecrops looked good, in spite of some flood losses and the forecast production is 64 500 tonnes, with
millet/sorghum at 18 500 tonnes and cassava at 43 400 tonnes. Following security improvement the traffic
from Lobito or Benguela to Bie Province was re-opened. Cubal and Ganda municipalities are connected
through military convoys. More agricultural hand tools, seeds and fertilizers were distributed than last year
although there weredelays in distribution. Land allocated to IDPs in the irrigated perimeter in the littoral was
on average 0.25 hectare per family, while in the interior rangedfrom 0.25 to 0.5 hectare per family.

The population is increasingly growing more sorghum, as this crop is more tolerant to drought. Both in the
littoral and interior zones, there are ongoing programmes of rehabilitation and expansion of irrigation
schemes.

Huambo

The number of families in agriculture is estimated to be 273 000 cultivating 419 000 hectares of land.
Rainfall was good and crop production is estimated to be better than in previous years at 155 000 tonnes of
maize, 25 000 tonnes of millet/sorghum, 20 000 tonnes of beans and 109 000 tonnes of cassava. The
security situation has improved and currently five municipalities (Huambo, Caala, Longonjo, Ukuma and
Ekunhas) are being directly covered by humanitarian activities and there is a plan to start activities in
Bailundo. There were significant improvements in terms of timeliness, suitability and quantities in the
distribution of agricultural hand tools, seed and fertilizers and the planted area of sorghum, as a drought
tolerant crop, was increased in the Province, particularly in the southern zone. The Mission sawsmall areas
of wheat and CONCERN reported that ft is involved in the introduction of soybean. Beans yields were
affected by aphids (30-35percent-yield reduction). There is also an increase in the areas of sweet potato.

Bie

The estimated number of farmers in Bie is 170 000 and their land area is 200 000 hectares. A maize output
of49 000 tonnes is predicted, plus 12 800 tonnes of beans, 1 800 tonnes of groundnuts and 182 500 tonnes
of cassava. The safety perimeter around Bie has expanded and the number of IDPs has increased in Kuito
Municipality because of access to humanitarian assistance. The malnutrition situation in Kuito is said to be
very bad with constant arrivals of new IDPs, who are often in very poor condition. 5 children and 3 adults
are reported to be dying every day from malnutrition (Africare). Rains were better compared to last year,
although they started late. Land distribution to IDPs has improved; 0.5 hectares per IDP family was
allocated in Kuito. It was reported that some IDPs have planted part of the seeds distributed by NGO's (for
instance, CARE) in the municipalities they came from and, alternatively, in land they got on their own
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elsewhere in Kuito surroundings. In overall terms, a better harvest compared to last year is expected in the
province.

Mexico

Mexico has an estimated 69 000 farmers and 73 500 hectares of land. No maize wasseen by the Mission,
having apparently died from drought or been destroyed by excessively heavy late rains. Rainfall was good
in total but poorly distributed. The same happened to the beans and groundnuts, but cassava plantings were
extensive and cassava is traditionally the main staple food crop of the province. Production is forecast at
21 1 000 tonnes for harvest in 2001. Access is very difficult because of the high security risk but, at least in
the capital Luena, land allocation and input supply were better compared to last year.

4.3 Southern Region

The region is comprised of four provinces and is the main millet and sorghum producing area. This is the
driest area of Angola. Rainfall in 2000/2001 started late but was then abundant. In the main producing
province of Huiia the intensity and frequency of the precipitation were favourable to crop development.
Elsewhere, rains were excessive in December and January, resulting in localized floodings, mainly in
Namibe and Kunene Provinces. Most of the Angola cattle population is found in the southern region so the
abundant rains benefited also pastures and livestock conditions. Compared to other areas of the country,
this region has a better security situation and a higher traffic of people and goods was reported within the
region and to someextent towards the central region.

Namibe

Namibe is largely arid and only 12 400 farmers are estimated to be cultivating 14 000 hectares. The
forecast production for 2000/01 is 3 600 tonnes of maize and 1 600 tonnes of millet/sorghum. Flooding in
March/April caused extensive damage to homes and infrastructure, affecting 6 000 families and in Bibala
municipality 75 percent of crops planted in January were lost. Destruction of three road bridges and railway
bridges due to excessive rains in April hampered the connections by road with Huila and Benguela
Provinces and by railway with Huila Province. Instability in neighbouring municipalities of Benguela and
Huila Provinces had a negative effect in Namibe Province and led to inflow of IDPs into the Provincial
capital and Camacuio municipality. Coping mechanisms include firewood collection, charcoal making,
fishing, selling of fish, casual labour ("ganho"or "biscato") and cattle rearing for the larger owners.

Huila

145 000 farming families with 226 000 hectares under cultivation are expected to produce 74 000 tonnes of
maize, 54 200 tonnes of millet/sorghum and 72 000 tonnes of cassava. Flooding in March/April caused
damage to homes and infrastructure but crops do not appear to have been seriously affected.

Kunene

Kunene's 49 000 farmers with 73000 hectares of land are estimated to produce 26000 tonnes of
millet/sorghum and 5 200 tonnes of maize form the 2000/01 season. The security situation is quite good
with free movement to most municipalities. Crops of millet and sorghum inspected by the Mission looked
good and normal yields are expected. Cattle were plentiful and in good condition - grass growth has been
prolific as a result of heavy rain although flooding in March/April caused extensive damage to homes and
i nfrastructure.

Kuando Kubango

There are 64 000 farming families estimated for Kuando Kubango, with 48 000 hectares. Production
forecasts are for 12 500 tonnes of millet/sorghum, 9 000 tonnes of maize and 14 000 tonnes of cassava.
The security situation is said to have improved and the population is able to circulate within a 15 -20 km
radius of the municipal centres, except in areas where there is a danger of mines, like Macusso. Some IDPs
are reported to have made visits back to their home areas, up to 70 km away. The population is coping and
malnutrition or mortality rates are not alarming. Coping mechanisms include collection of wild fruits, fishing,
selling firewood, making cane mats and alcoholic drinks for sale, and casual labour in Namibia. The main
crops are usually maize, millet and sorghum but due to a very late start to the rains (February) maize
production this year will be extremely poor. Seeds were distributed to 7 260 families of IDPs. Some IDPs
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brought cattle with them, but many were lost or abandoned. Curdled milk (mahini) is an important food for
those that have cattle.

5. FOOD SUPPLY SITUATION

5.1 Access to food and prices

Food supply and access in Angola varies very much fromonepart of the country to another, depending on
the security and infrastructure conditions for farming and trading products. Widespread insecurity and poor
conditions of roads and other rural infrastructure have adversely affected production, caused market
disruption and hindered food commodity trade between surplus and deficit areas. That is the case of Luena
the capital city of Mexico province, visited by the Mission, which is connected -to the rest of the country only
by air. There is no record of significant overland trade between Luena and the province's other towns or the
countryside, with the exception of very limited small-scale transactions of agricultural products and other
consumergoods by bicycle. Nor is there information on local trade beyond the secured areas. A similar
situation was observed in Kuito Province of Bie, where tradeand other commercial activity with the coastal
and southern trading points have been severely restricted. It was reported that some quantities of local
maize are being purchased in Kuito and transported on return trips to be sold in Huambo and Lubango.

By contrast, the southern-western provinces remain relatively calm and the markets operate reasonably
well. The Mission had the opportunity to visit Huila and Kunene and to interview producers and traders.
Thereexisted a relatively well functioning trade circuit, with stocks of maize and sorghum being moved from
Kunene and Huila to the cities of Benguela and Namibe to supply mills and consumer markets. The WFP is
currently purchasing locally 3 000 tonnes of maize for targeted distribution in the same area. Also, there is a
relatively active livestock market for supplying the local market and Luanda. Producer maize prices in the
local market reflect the relative normal environment.

As a consequence of the mentioned trade restrictions and market distortions there exist important price
differentials of food products among provinces and towns. Availability of maize from food aid in Luena,
Saurimo and Kuito (all towns with security problems) help to meet requirements and maintain prices low as
compared with Lubango market, for instance, where a relatively normal market activity still exists. The table
below showsconsumerprices in different markets, as recorded by the Mission.
T a b le  5 .  M a r k e t  P ri c e s  in  M a 2 0 0 1  ( K w a n z a s  p e r  k g )

M a  rk e t s ¥P  r o  d  u  c ts W h o le

m a  iz e

M a iz e
fl o u r

M ille t C a s s a v a
f lo u r

B e a n s R ic e W h  e a t

f lo u r

G r o u n d -

n u ts

P  o ta t o  e s

L u b a n g o  (H u ila ) 1 0 - 1 5 3 .S 4 .5 l l l l
K u it o  ( B ie ) 3 5 2 .5 -3 1 2 1 5 1 6 9
C a a la  (H u a m b o ) 1 0 1 5 1 0
L o b ito  (B e n g u e la ) 5 -6 8 -2 5 7 7 1  0 - 2 0
L u e n a  ( M e x ic o ) 3 -5 5 -7 3 - 5 1 5 -1 7 2 0
M a la n g e  (M a la n g e ) 7 8 2 5 1 5 3 5
G a n d a  ( B e n g u e la ) 7 1 3
O n d jiv a  ( K u n e n e ) 6 -8 5 -6 1 0 - 1 2 7 - 1  0 2 0 - 2 5
S a u ri m o  (L u n d a  S u l) 5 1 2 1 0 2 5 -3 5 3 0 2 5
S o u rc a :  M s s io n  s u rv e ys  o f  th e  lo c a l  m a fc ats .

As regards price variations over time, the dollar-expressed cost of a food basket based on maize but also
including other foods, such as beans, oil, salt, for selected maize consumer provinces show seasonal
variations but no indication of an upward or downwardtrend between marketing years1. This trend can also
be observed when considering only maize prices, as shown in the charts below. This denotes certain
medium term stability in food supplies, mostly maize, either attained from domestic production or imports.

1 Based on information from WFP/VAM.
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The Mission noticed that free food distribution and other assistance programmes are feeding displaced
people and helping to resettle the displaced families almost everywhere. Such a situation was observed in
Luena/Moxico and surroundings, in Saurimo and Kuito, the capitals of Lunda Sul and Bie provinces
respectively, and in the north of Huila province. Donor support will have to continue until the displaced
families manage to return to their original fanning lands or are resettled somewhere else. In the areas of
concentration, there is virtually no significant source of employment for the displaced people.

The Mission observed that in Lunda Sul, Malanje and Mexico the resettled population extensively planted
cassava this year. The increased availability of cassava expected for next year will improve the food
security of many farm families in resettled areas but the short-term food deficit has to be met by cereal
imports, most probably as food aid.
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5.2 Cereal supply/demand balance. 2001/2002

Maize, millet and sorghum, and cassava are the main staple foods in Angola though with differing relative
importance according to regions (cassava in the north and northeast, maize in the central highlands and
millet/sorghum in the south). Wheat flour-made products and rice are popular foods in the cities.

The table below summarises the supply/demand situation of cereals and cassava for the 2001/2002
marketing year.
T a b le  6 .  F o o d  B a la n c e  S h e e t  f o r  th e  M a rk e t in g  Y e a r  2 0 0 1 -2 0 0 2  ('0 0 0  t o n n e s )

C o a r s e

G ra in s

R ic e

( m ille d )

W h  e a t T o t a l

c e re a ls

C a s s a v a

D O M E S T IC  A V A IL A B I L IT Y 5 7 7 3 .5 0 5 8 1 5  2 5 4

P r o d u c tio n  2 0 0 1 5 7 7 3 .5 0 5 8 1 5  2 5 4

S to c k  d r a w d o w n 0 0 0 0 0
D O M E S T IC  U T IL IZ A T IO N 8 0 1 1 1 0 .4 2 5 0 1 1 6 1 5  2 5 4
F o o d  u s e 6 8 6 1 1 0 2 5 0 1  0 4 6 3 6 7 8  1 /

O th e r  u s e s 1 1 5 0 .4 0 1 1 6 1  5 7 6

IM P O R T  R E Q U IR E M E N T S

C o m m e r c ia l  im p o rts

2 2 4

4 8

1 0 7

1 0 7

2 5 0

2 5 0

5 8 1

4 0 5

0

0
E s tim a te d  fo o d  a id  re q u ire m e n ts 1 7 6 0 0 1 7 6 0
F o o d  a id  s to c k s / p le d g e s 3 3 0 0 3 3 0
S ti ll  to  b e  p le d g e d 1 4 3 0 0 1 4 3 0

I/ Part of the crop will remain in the ground and carried over to next year.

National cereal consumption requirement has been calculated on the basis of mid-marketing year
population estimate (13 758 764) and an annual per caput cereal consumption of 78 kg. Per caput
consumption has been increased from the historical consumption of 70 kg used in the past, to 76 kg to take
into account WFP rations for 1 337 069 beneficiaries who will depend entirely on food aid in marketing year
2001/02. WFP rations are: emergency assistance, 450 grams person/day; food for work, 400 grams
person/day; safety net, 50-350 grams person/day. Recent estimates by the Food Security Unit of the
Ministry of Agriculture suggest an annual cassava consumption requirement of 97 kg per caput. However,
cassava production and consumption statistics may not be entirely reliable and need to be refined.

Other uses of cereals and cassava include on-farm retention of seed for the next planting season, post-
harvest losses and animal feed, estimated by MINADER/GSA as follows: coarse grains 20 percent of total
production; cassava, 30 percent; rice, 1 0 percent.

Virtually no information is available on stocks, hence no stock change has been assumed by the mission.

Based on the above calculations, the Mission forecasts a deficit of 581 000 tonnes of cereals in marketing
year 2001/2002 (April/March). Commercial imports are anticipated at 405 000 tonnes, including 250 000
tonnes of wheat, 107 000 tonnes of rice and 48 000 tonnes of maize. Imports of wheat and rice, not
produced domestically, were projected from recorded imports during the first quarter of the year and
adjusted following consultations with private traders and review of macroeconomic indicators. Maize flour is
imported commercially in relatively small quantities, mainly in the form of maize meal. Angola has a free
food market; marketing, pricing and external trade of agricultural commodities are liberalised. However,
imports are constrained by internal credit availability. This year, availability of credit is expected to remain at
(eve) of last year.

After commercial imports, there is still a deficit of 176 000 tonnes of cereals to be covered by food aid. Of
this, food aid in stocks and pledged amounts to 33 000 tonnes, leaving 143 000 tonnes still to be pledged. It
is estimated that 1 337 069 beneficiaries are in need of food assistance through emergency food aid, food
for work and vulnerable groups assistance programmes. Out of this number, WFP plans to assist 1 172 561
beneficiaries (see Table 9).
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6. EMERGENCY FOOD ASSISTANCE REQUIREMENT

Background: The emergency relief and resettlement food aid needs presented in this report are based
upon an a vulnerability assessment exercise carried out by WFP and its NGOs, Government and UN
agency partners during April/May 2001 in each province where food aid is distributed. The vulnerability
analysis exercise gives special attention to the needs of womenand children and includes discussions with
beneficiaries (both IDPs and residents) and key informant persons. The results of this assessment were
used by the WFP provincial management teams to review the need for food assistance within the province
and a preliminary set of estimates was prepared. These werereviewed by the mission when they visited the
province during which particular consideration was given to the assessment of the harvest by the FAO
membersof the team.

It should be noted, however,that although the security situation has improved in some areas compared with
2000, movement in most provinces has remained restricted to the narrow secure zone around each
provincial capital. The situation beyond this zone could not be assessed either by the Vulnerability
Assessment provincial groups or the FAO/WFPMission memberswith any accuracy.

Difficult access to food for the targeted group: Food security for most of the Angolan population in the
provinces is closely linked to access to land and other inputs, including labour, during the agricultural
season. Since all households need access to food sources beyond the crops which they grow themselves,
food security is also closely linked to the access which households have to resources beyond those needed
for crop production. These include access to forest and grazing resources and opportunities to trade - both
within and outside the agricultural sector. Security and access are prerequisites for these activities. Access
to potable water and health services for the treatment of diseases, which affect the absorption of nutrients,
are also vital for maintaining food security at a household and individual level.

Displaced rural populations are extremely food insecure as at the time of displacement they are rarely able
to carry with them their household possessions or food stocks. It has been observed that in recent years
displacements commonlyoccur immediately before harvest, whenhousehold food stocks are at their lowest
levels. IDPs becomeself-sufficient again only after their integration into the local economy, or whenthey
return to their areas of origin and re-establish their households. Those with relatives in the resident
population will eventually acquire land in the securezone, but the remainder is dependent on Government
land distribution schemes and food aid until they resettle or emigrate to the coastal cities. It should be noted
that even in the zones which are considered secure, the collapse of the market economyand decline in the
level of public social services have maderesident households moreand morevulnerable to food insecurity.

Access to land for IDPs: Few IDPs have been able to return to their areas of origin during 2000. However,
during this period there has been an improved effort on the part of the provincial authorities and their
partners to distribute suitable land to IDPs in secure areas. In October 2000 the Council of Ministers issued
a decree which establishes official guidelines which must be followed by the provincial authorities in
allocating land to internally displaced populations in areas which are not their areas of origin. Although
security of tenure and other problems remain in the implementation of these guidelines, they do
nevertheless represent a step forward in resolving the long-term problem of integrating IDPs into the local
agricultural economy and enabling them to become self-sufficient. An improved campaign for the
distribution of agricultural inputs enabled many IDPs to increase the areas which they cultivate successfully.

Access to land for residents: Although particular problems of access were evident in Bie and other
provinces wherethe conflict was most intense, residents in many provinces generally has better access to
their lands for cultivation during the period September-March 2000/2001 than during the same period in
1999/2000. As with the IDP households, an improved campaign for the distribution of agricultural inputs
madeit easier for them to take advantage of the improved access.

Limited income earning opportunities outside agriculture: As mentioned above, the contraction of the
economyhas led to a growing proportion of the population whose purchasing power is derived largely from
activities such as seasonal agricultural work on the agricultural holdings of other members of the
community, petty trading, the sale of firewood and charcoal, the production of traditional beverages and the
provision of services such as "portering" and "odd jobs". The influx of the displaced population to the main
provincial and municipal centres which followed the resumption of the conflict in late 1998 led to a further
disruption of the marketing systems and economiesof the larger towns and to an increase in competition for
the kinds of employment which were already the only source of income for a large part of the resident
population. With the exception of Namibe, and the western parts of Kunene and Huila provinces, this
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situation has continued unchanged in all the provinces of the interior. The economies in these provinces
remain essentially moribund and the Mission found that compared with 2000, there had been no significanl
improvement in the opportunities for employment which displaced and vulnerable populations have outside
the agricultural sector for generating incomes.

Nutrition: The nutritional surveys carried out in areas where humanitarian access is possible during the
period under review (April 2000-May 2001) indicated substantial improvements in the nutritional situation
across the country during the period April to August 2000. However, from September 2000 to January 2001 ,
a deterioration of the nutritional situation in some regions of the country was observed and there were
upward trends in the number of admissions at Therapeutic and Supplementary Feeding Centres.This
increase can be attributed to the hungry season, reduced household food stocks, and the arrival of new
IDPs. During the first quarter of 2001, high malnutrition and mortality rates among children under 5 years
were observed in some newly accessible areas (e.g. Camacupa in Bie province and Mussende in Kuanza
Sul province). NGOs and the Ministry of Health have recently carried out nutrition surveys in the provinces
of Malanje, Huambo,Kuito, Benguda, Mexico and Uige. These indicate improvements in the nutritional
status of residents and IDPs except in locations where newIDPs have arrived as a result of insecurity in
their zones of origin.

The general nutritional situation in accessible areas is stable. In the cities and in the municipalities under
Government control, the population generally has access to land during the cropping season and has also
been able to complement this with coping mechanisms as part of their survival strategy. Thus in these areas
the nutritional situation is not worrying. However, in some of the newly accessible areas the nutritional
situation is still unknown and in others, where a preliminary survey has been carried out, the security
situation is not yet stable enough to allow the Humanitarian Community to fully implement appropriate
nutritional programmes as required.

Medium-term prospects: The mission notes the improvements in the land distribution schemes for
displaced families and the greatly improved coordination of the campaign to distribute seeds and tools. It
further notes that a significant proportion of the population, which was displaced during the upsurge in
fighting during 1 998/99, has been partially or completely absorbed into the local economies of the provincial
capitals to which they fled. However,the mission notes with concern the poor security of tenure which many
re-settled IDPs have over the land which they have received and urges the provincial administrations and
their partners to adhere to the minimum conditions for the re-settlement of displaced households which are
clearly laid out in the Decree approved by the Council of Ministers in October 2000. The mission also urges
the Government and the humanitarian community to continue to improve the co-ordination of the seeds and
tools distribution campaigns.

While acknowledging the improvements during the past 12 months the mission feels that there will be a
continuing need for food assistance during the coming year, especially in those provinces where there
remain large numbersof IDPs whohave not yet been given land and in those provinces wherethe conflict is
still intense and there is a continuing flowof displaced people into secure areas. Recently re-settled families
will also need support until they can cultivate sufficient land to ensure self-sufficiency in basic food products.
The poor prospects for an improvement in the national economy,especially in the economies in the
provinces in the interior and the prospects of a poor harvest in some of the northern provinces meanthat
large numbers of re-settled IDPs and residents will be vulnerable in the "hungry season", i.e. from
September onwards, until the harvest in 2002.

Caseload: At the time of the mission in May 2001 , it was estimated that the number of people who would
need assistance during 200072001 would be around 1.86 millions. The number which the Mission estimates
will require assistance during 2001/2002 is 1.34 millions. This is a significant reduction in numbers
compared with the previous year. More importantly the structure of the caseload is expected to be
substantially different in 2000/01 compared with the previous year. Preliminary estimates of the number of
people whowill require a full family ration, freely distributed, has fallen to around 780 000 - this is 46percent
lower than last year and includes a growing proportion of beneficiaries who are IDPs who have been re-
settled under conditions which meet the minimum standards for re-settlement described in the Government
decree of October 2000 and who are expected to reach full self-sufficiency at the next harvest. Thus a
substantial majority of the caseload is expected to be made up of beneficiaries who receive food assistance
for only a part of the year - mostly during the period September 2001-April 2002. Ideally these beneficiaries
should have access to food distribution activities which are self-targeting, e.g. food-for-work activities and
schemes which are targeted at vulnerable membersof the population whoare at risk of malnutrition.
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These estimates are based on the assumptions of a continuing successful campaigns to distribute land to
IDPs and seeds and tools to both IDPs and residents; the availability of suitable food-for-work activities and
of the willingness of the NGOs and donor community to provide resources for them; and of a continuation of
the present level of intensity of the conflict.

The table below summarises the total number of persons that will need humanitarian assistance over the
period 2001-2002, broken down by province and category of intervention

Table 7. Angola - Projected Total Number of Food Aid Beneficiaries by Province and Type
of Assistance - 2001-2002
Province Safety Nets Emergency FFW Total

Bengo 3 683 29 185 5210 38 078
Beng uela 58 302 30 605 6 642 95 549
Bie 68 755 159 513 7 625 235 893
Cabinda
Cuando Cubango 4 259 50 781 10615 65 655
Cuanza Norte 3 661 48 250 27 213 79 124
Cuanza Sul 8718 46 075 22 038 76 830
Kunene 3 155 7 607 3 898 14 660
Huambo 99 225 90 075 7213 196 513
Huila ll 543 110 052 15110 136 704
Luanda 10 650 9 400 3164 23 214
Lunda Norte
Lunda Sul 3 834 47 571 9 503 60 908
Malanj e 38 488 78 675 33613 150 775
M exi co 7 933 47 609 23 885 79 427
Namibe 2 962 8 030 4 325 15317
Uige 8 964 ll 488 38 938 59 389
Zaire 2 260 3 524 3 251 9 036

TOTAL 336 390 778 440 222 240 1 337 069

The average monthly numberof persons that will need humanitarian assistance over the comingyear is
1337000 .

Anindicative full food basket required to provide such assistance is shown in Table 8 below where coarse
cereals (mainly maize) total 1 76 1 12 tonnes.

T a b le  8 .  F o o d  R e q u ir e m e n t s  f o r  th e  T o t a l  B e n e f ic ia ry  C a s e lo a d

C  a t e g o r y C e re a  ls P u ls e s O il C S B S u g a r S a lt T o ta  l
S a fe ty  N e ts 2 9  0 2 3 3  3 9 0 3  8 2 3 4  7 0 1 9 2 5 5 3 2 4 2  3 9 4
E m  e r g e n c y 1 1 5  8 3 4 1 7  3 0 9 7  7 9 5 1  0 9 0 4  3 6 6 1  2 9 2 1 4 7  6 8 5
F F W 3 1  2 5 5 3 1 7 6 2  0 3 5 0 0 4 0 0 3 6  8 6 6
T O T A L 1 7 6  1 1 2 2 3  8 7 5 1 3  6 5 3 5  7 9 1 5  2 9 1 2  2 2 3 2 2 6  9 4 5

Out of the above-mentioned population in urgent need of assistance, WFP expects to reacha monthly
averageof 1 172 500 persons, which represents 88 per cent of the total number. It is expected that the
remainder will receive food aid through other donors pipeline (mainly ICRC, European Commission,
CARITAS).

The WFP country strategy was revised in October-December 2000 following an extensive review of the
situation in Angola and of WFP's response to it. This was incorporated into the current protracted relief and
rehabilitation operation (PPRO 6159.01) approved by the WFP Executive Board in February 2001. The
structure of the projected WFP caseload for 2001-2002 reflects the revised strategy. It expects a continuing,
but smaller number of new IDPs, a much improved and expanded re-settlement programme for IDPs and
the greater use of self-targeting food aid distribution mechanisms to provide short term support for
households during relatively short or seasonal shortages of food within the household.
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The table below shows the break down of WFP's number of beneficiaries, by province and type of
intervention.

Table 9. Projected Average Number of Food Aid Beneficiaries under WFP's Pipeline, by Province
a n d  T y p e  o f  A s s is t a n c e  -  2 0 0 1 - 2 0 0 2

P r o v in c e S a f e t y  N e ts E m e r g e n c y F F W T o t a l

B e n g o 3  6 8 3 4  1 8 5 5 2 1 0 1 3  0 7 8
B e n g u e la 5 8  3 0 2 1 6  1 5 5 6  6 4 2 8 1  0 9 9
B ie 6 8  7 5 5 1 5 5  7 3 0 7  6 2 5 2 3 2  1 1 0
C a b i  n d a
C u a n d o  C u b a n g o 4  2 5 9 5 0  3 3 1 1 0 6 1 5 6 5  2 0 5
C u a n z a  N o rt e 3  6 6 1 3 8  7 5 0 2 7  2 1 3 6 9  6 2 4
C u a n z a  S u l 8 7 1 8 1 8  7 5 0 2 2  0 3 8 4 9  5 0 5
K u  n e n e 3 1 5 5 4  6 5 7 3  8 9 8 l l  7 1 0
H  u a m b o 9 9  2 2 5 4 1  6 2 5 7 2 1 3 1 4 8  0 6 3
H u iia l l  5 4 3 9 9  6 0 2 1 5 1 1 0 1 2 6  2 5 4
L u a n d a 1 0  6 5 0 9  4 0 0 3  1 6 4 2 3  2 1 4
L u n d a  N o rt e
L u n d a  S u l 3  8 3 4 3 7  5 7 1 9  5 0 3 5 0  9 0 8
M a l  a n je 3 8  4 8 8 6 7  4 2 5 3 3 6 1 3 1 3 9  5 2 5
M e x ic o 7  9 3 3 4 7  1 5 9 2 3  8 8 5 7 8  9 7 7
N a m i  b e 2  9 6 2 7  5 8 0 4  3 2 5 1 4  8 6 7
U ig e 8  9 6 4 l l  4 8 8 3 8  9 3 8 5 9  3 8 9
Z a i  re 2  2 6 0 3  5 2 4 3  2 5 1 9  0 3 6

T O T A  L 3 3 6  3 9 0 6 1 3  9 3 2 2 2 2  2 4 0 1  1 7 2 5 6 1

An indicative full food basket required to provide such an assistance is shown in Table 10 below where
coarsecereals (mainly maize) total 158 645 tonnes.

Table 10. Angola - Projected Total Food Aid Requirements for WFP Programme,2001-2002, by
C o m m o d ity  a n d  b y  T y p e  o f  In te r v e n tio n  (to n n e s )

C a te g  o ry C e re a ls P u ls e s O il C S B S u g a r S a lt T o ta l
S a fe ty  N e ts 2 9  0 2 3 3  3 9 0 3  8 2 3 4  7 0 1 9 2 5 5 3 2 4 2  3 9 4
E m e rg e n c y 9 8  3 6 7 1 4  0 6 9 6  0 6 7 1  0 9 0 4  3 2 1 1  1 0 5 1 2 5  0 1 8
F F W 3 1  2 5 5 3  1 7 6 2  0 3 5 0 0 4 0 0 3 6  8 6 6
T O T A L 1 5 8  6 4 5 2 0  6 3 5 l l  9 2 5 5  7 9 1 5  2 4 6 2  0 3 7 2 0 4  2 7 8
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A breakdown of projected average WFP assistance, by province and by commodity is shown in Table 1 1

T a b l e  l l .  B r e a k d o w n  o f  P r o j e c t e d  W F P  A s s is t a n c e ,  b y  P r o v in c e  a n d  b y  C o m m o d i t y  ( t o n n e s )

P r o v i n c e C e r e a ls P u ls e s O H C S B S u g a r S a l t T o t a l

B e n g o 1  6 8 6 2 1 5 1 4 1 9 3 4 4 2 3 2  2 0 2

B e n g  u e la 8  4 4 3 1  0 2 1 8 6 1 8 2 8 2 6 5 1 3 5 l l  5 5 3

B ie 3 2  1 2 1 4  2 8 0 2  3 6 7 1  2 6 1 1  2 3 2 4 0 2 4 1  6 6 5

C a b in d a
C u a n d o

C  u b a n g o

C u a n z a  N o rt e

9  8 9 2 1  3 5 8 6 5 3 1 7 1 3 7 5 1 1 6 1 2  5 6 4

1 0  4 2 2 1  3 2 4 6 7 7 1 5 0 2 9 2 1 2 5 1 2  9 8 9

C u a n z a  S u l 6 8 1 4 8 4 8 4 9 4 1 8 7 1 6 4 8 9 8  5 9 5

K u  n e n e 1  5 5 1 2 0 3 1 2 3 7 3 4 7 2 1 2 0 1 8

H  u a m  b o 1 6  8 6 0 2  0 0 1 1  5 3 1 1 1 1 5 5 0 1 2 4 0 2 2  2 4 8
H u i la 1 8  9 8 3 2 6 9 1 1  3 0 6 3 6 5 7 5 8 2 2 5 2 4  3 2 8
L u a n d a 2  7 6 6 4 0 3 2 7 6 2 2 0 1 1 0 3 9 3 8 1 3
L u n d a  N o r t e

L u n d a  S u l 7  6 4 9 1  0 3 7 5 0 6 1 4 8 2 8 0 9 1 9 7 1 1

M a la n ie 1 8  7 1 5 2 4 1 1 1  3 8 0 5 9 0 5 9 8 2 4 7 2 3  9 4 1

M e x ic o l l  4 7 9 1  4 9 8 7 8 5 2 6 3 3 6 2 1 4 0 1 4  5 2 8
N a m i b e 2  0 5 3 2 6 9 1 5 0 6 3 6 7 2 6 2  6 2 7
U ig e 8 1 3 1 9 4 1 5 9 8 2 3 5 1 2 1 1 0 5 1 0 1 3 2
Z a i r e 1  0 7 8 1 3 6 7 7 2 9 3 1 1 3 1  3 6 4

T  O T A L 1 5 8  6 4 5 2 0  6 3 5 l l  9 2 5 5  7 9 1 5  2 4 6 2  0 3 7 2 0 4  2 7 8

WFPStrategy and Methods of Intervention

WFP's strategy in Angola has two parts. The first is to provide, in partnership with the local Government
structures, NGOsand other partners, emergency food assistance to the targeted beneficiaries over a limited
time span in order to save their lives and/or enable them to undertake productive activities so as to recover
sustainable livelihood. There are three main processes by which this occurs - integration into the local
economy(including land distribution and re-settlement schemes), re-settlement in their areas of origin or
emigration.

In addition to emergency food assistance WFP provides food assistance to families and individuals who are
food insecure for short periods during the year and need assistance until their incomes or food supplies
recover sufficiently to allow them to regain their independence. In Angola this is particularly relevant during
the "hungry season"whenhousehold food stocks from the previous harvest are low and are not sufficient to
provide a level of nutrition which is adequate for a healthy and active life. This assistance is provided
through self-targeting activities such as food-for-^vork and supplementary and therapeutic feeding centres.

The three main methods of intervention during 2001-2002 will be:

(i) Emergency response via freefood assistance, which will be provided for strictly, limited periods and
targeted to newly displaced persons and returnees. Newly displaced households will be given free
distributions for up to a maximumof two full agricultural seasons. Returnees and those re-settled IDPs who
are food insecure who are re-settled under conditions which respect the minimum conditions for re-
settlement outlined in the Government decree of October 2000 will receive family rations for a period of
eight months to enable them to construct permanent shelters and prepare their land for planting. If
necessary, a further 12 months on half rations will be provided to encourage them to expand the area of
land under cultivation.
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(ii) Emergency/recovery via safety nets, either targeted or self-targeting, will help to ensure that those
who genuinely require assistance to meet their family's food needs will continue to receive thai
assistance. These safety nets will include:

à" Communalkitchens for children under 5 at risk of malnutrition;
à" therapeutic and supplementary feeding centres for malnourished people; and
à" the provision of half rations for a period of three to four months to families of children attending

therapeutic and supplementary feeding centres, to ensure that the children continue to receive adequate
nutrition after their discharge from the centres.

(iii) Recovery/rehabilitation schemes via food for work will be self-targeting, with the aim of reaching
food-insecure families in areas at high risk of malnutrition. Potential beneficiaries can choose whether or not
to take advantage of the assistance offered.

Logistics

WFP's activity network in Angola covers 17 provinces organised through eleven provincial sub-offices,
including Luanda. Insecurity continues to render most major road corridors insecure for food transport using
roads. As a result, use of air transport is still high at 62percent of all food delivered to inland locations.

WFPAngola can deliver between 15 000 tonnesto 17 000 tonnes of food per month to provincial locations.
Most food is imported through the three main seaports of Luanda, Lobito and Namibe. Limited quantities of
cereals, salt and dried fish are locally purchased in Benguela and Huila provinces. For the current PRRO
Lobito is expected to handle 48percent of the food, with Luanda 39percent and Namibe 13percent Average
discharge rates for the ports are Namibe 600 tonnes/day for bulk and 400 tonnes/day break-bulk; Lobito 800
tonnes/day bulk and 600 tonnes/day break-bulk, and Luanda 800 tonnes/day bulk and 600 tonnes/day
break-bulk. Sufficient transport capacity is available for receipt of these tonnages and immediately
transferred to primary storage points.

The primary warehouses located in Luanda, Lobito and Lubango are rented commercially and their current
respective capacities are Luanda at 19 000 tonnes, Lobito at 24 000 tonnes and Lubango at 6 000 Mt.
Warehousing at 12 WFP provincial sub-offices, is either commercially rented or availed by the Government.
Temporarystorage units are available to cover any increased needs for warehousing especially whenbuffer
stocks have to be positioned.

The air operations are madefromthree major staging areas at Luanda, Catumbela and Benguela. There will
be increased use of Namibe and Lubango, especially when operations out of Catumbela are restricted. In
addition, for locations with runway restrictions, such as Ganda and Balombo, a Buffalo DHC-5out of Lobito

irport is used.

In addition to the prevailing security concerns, and taking into account the predominant use of air transport
for food delivery, the other main constraints of the WFP logistics operations remain poor runwayconditions
and aircraft fuel availability at origin airports. The ability of WFP to reduce use of air delivery for less costly
surface transport into locations such as Huamboand Kuito is limited by the security concerns. These two
provinces are expected to receive 32percent of all the tonnage delivered, most of which is still transported
by air. Attempts at increasing road deliveries to Huambo have been limited due to security concerns
(ambushes, banditry) along the route. However,deliveries for Malanje that is expected to receive 1 1 percent
of all food despatched, will continue to be by road. Runwayconditions, especially at Kuito have not
improved, leading WFP to exclusively use moreexpensive propeller L 1 00 aircraft. Runways and taxiways

à"at other locations such as Huambo, Luena, Negage and Saurimo have persistent problems with poor
.conditions, leading to complete closure of the airports or restrictions on use. The assured availability of
saviation fuel especially at Catumbela and Benguela airports is inconsistent, leading to cancellation of flights.
The air operations unit at Luanda is constantly monitoring this situation and adjusting schedules to ensure
jthat all the required tonnages are delivered in the time period.

'Provincial level logistics operations are in place, with arrangements to receive food from origin points,
warehouse and forward it to final delivery points.
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This report is preparedon the responsibility of the FAO and WFPSecretariats with information from
official and unofficial sources. Since conditions may change rapidly, please contact the undersigned for
further information if required.

Abdur Rashid
Chief, GIEWS FAO

Fax: 0039-06-5705-4495
E-maiI: GIEWS 1@FAO. ORG

M.Aranda da Silva
Regional Director, OSA, WFP

Fax: 0039-06-6513-2839

E-Mail: Manuel.ArandadaSilva@ WFP.ORG

Please note that this Special Report is available on the Internetas part of the FAO WortdWideWebat the
following URL address: HTTPS/WWW.FAO.ORGSGIEWS/

The Special Alerts/Reports can also be received automatically by E-mail as soon as these are published,
subscribing to the GlEWS/Alerts report UstServ. Todo so, please send an E-mail to the FAO-Mail-Serverat
the following address: maAserv@m3Sserv.fao.org, leaving the subject blank, with the following message:

subscribe GlEWSAIerts-L
Tobe deleted fromthe list, send the message:

unsubscribeGlEWSAterts-L
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